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 要 旨   
背景： 
ヨーロッパは世界で最も飲酒量が多い。飲酒様式は、飲酒による良い作用と悪い作用の

重要な決定要因であるから、今回我々は、飲酒と栄養摂取、飲酒場所、教育、体重の関連

を10カ国のヨーロッパ諸国の成人を対象に調査した。 
方法： 

27 施設が参加した欧州における癌と栄養に関する前向き研究（EPIC study）から、35
－74 歳の男性 13,025 名、女性 23,009 名に 24 時食事間思い出し法を実施した。性、施設

で層別化して年令を調節した飲酒量の平均と標準誤差を求めた。 
結果： 
多くの施設で、大量飲酒者（男性：エタノール24g/日、2杯より多い、女性：エタノール

12g/日、1杯より多い）は非飲酒者に比べて、脂肪・蛋白から多くのエネルギーを得ており、

糖からの摂取が少なかった。デンプンからのエネルギーの摂取割合は大量飲酒者は、非飲

酒者に比べて、男性では高く、女性では低かった。女性の大量飲酒者は、非飲酒者に比べ

て、BMIが小さかったが、男性では大量飲酒者は軒並み肥えていた。男性の大量飲酒者は

地中海諸国では非飲酒者より教育が低く、それ以外の地域では教育が高かった。女性の大

量飲酒者は、概ね非飲酒者より教育が高かった。自宅外での飲酒は男女とも友人宅での飲

酒が多く、この傾向は特に男性でヨーロッパ北部・中部に比較的高く、スペインではバー

が多かった。 
結論： 
本研究はヨーロッパ諸国の飲酒習慣の地理的差異を明らかにし、それぞれ飲酒区分の特

徴が変化することを示した。 

 




